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背景：薬物等の肝毒性を予測するためには、ヒト肝細胞の長期培養が可能なin vitroの
亜急性毒性試験（動物実験代替法）が求められているが、まだ確立されていない。

用途：医薬品・化粧品原料等の化学物質のヒト肝細胞への長期暴露実験による毒性評価

原理：酸素と栄養素を連続的に供給できる2種類の中空糸膜と細胞の足場となるナノファイ
バーを用いることで、細胞を1ヶ月以上の長期間三次元培養が可能。

特徴：三次元細胞培養モジュールの灌流培養によって、ヒト胎児肝細胞で約4ヶ月、
成人肝細胞で約1ヶ月の生存と機能の一部を維持。
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